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3日間のコースで必要な知識を学ぶ、乙女高原案内人養成講座。2024年度に13年ぶりに復活し、25年度は16人が受講した

活動エリア

養成講座1日目の野外実習の様子。自然との関わりや歴史・文化遺産をガイドする「インタープリテー
ション」について学ぶ

コミュニティ活動助成

乙女高原ファンクラブ
山梨県山梨市

乙女高原で育む自然と人の架け橋・乙女高原案内人

団体設立経緯
　多雨ゆえに放っておけば森に
なってしまう日本で、草原を維持す
るには手間がかかります。私たち
が活動のフィールドとする乙女高原
では、戦前は農作業として、戦後
はスキー場管理として草を刈って
持ち出し、草原が維持されてきま
した。ところが、2000年にスキー
場が終了し、草刈りもなくなりまし
た。そこで、ボランティアによる草
刈りイベントを開催し、草原の自然
を維持し、その自然を多くの市民
と共有しようと翌01年に当クラブ
を設立しました。

活動概要と活動対象範囲
　山梨県山梨市の北部にある、標
高1700mの乙女高原が活動場所で
す。①ヤマアカガエル産卵調査や
マルハナバチ調べ隊、訪花昆虫調
査などの「調査活動」によって自然
の理解に努めています。②遊歩道
の両側にロープを張ったり、樹名
板を設置したり、外来種の駆除を
したりという「保全作業」に汗を流
しています。③地元小学校の授業
の一環として乙女高原を案内した
り、各種観察会やフォーラムを開
催したりして「環境教育」に取り組
んでいます。

活動に至った理由や背景
　当クラブは03年度に乙女高原案
内人養成講座を開始し、案内人の
積極的な参画によって活動の活性
化を図ってきましたが、スタッフの
高齢化などにより中断していまし
た。このままでは活動全体が縮小
の一途をたどってしまうという危機
感から、24年度に13年ぶりに講座
を開設しました。25年度も連続し
て講座を開催し、新規案内人を増
やし、案内人による自主活動を促
すなど活動をより充実させたいと
考えました。

活動内容と成果
① 乙女高原案内人養成講座の準備
　講座スケジュールを立て、会場
予約を取り、8人に講師依頼しまし
た。山梨県と山梨市、山梨市教育
委員会に後援を依頼し、告知協力
をお願いしました。外部委託で告
知用チラシを印刷し、県内の自然
団体、県や市の施設、県内全大学
などに配布依頼しました。前年度
までの案内人などに当日スタッフを
呼びかけたところ、16人が応じてく
れ、3日間でのべ41人がスタッフ参
加しました。

② 乙女高原案内人養成講座の開催
　講座は5、6、7月に1日ずつ、計
3日開催しました。定員30名のとこ
ろ、最終的な応募者は16名。全員
が講座修了後、案内人として登録
し、積極的に活動しています。
　1日目は5月25日に山梨市民会館
で行いました。開講式に続いて野
外実習「インタープリテーション体
験」では、NACS-J自然観察指導員
講習会講師・乙女高原ファンクラ
ブ代表世話人の植原彰が講師とな
り、万力公園の自然を題材に自然
を伝える活動を体験してもらいま
した。講義「インタープリテーショ
ン」は同じく植原が講師を務め、人
に自然を伝えるための知識と技術、
リスクマネージメントやフィールド
マナーを伝えました。
　「自然の保護」はNACS-J自然観
察指導員講習会講師・八ケ岳自然
観察の会代表の伏見勝さんに講師
をお願いし、自然保護の歴史や概
念、環境倫理や生物多様性保全の
重要性を伝えてもらいました。「乙
女高原の歴史」は乙女高原ファン
クラブ代表世話人の三枝かめよさ
んが講師を務め、江戸時代からこ
れまで、地元の人々が乙女高原の

自然をどのように活用しながら生
活してきたかを伝えました。
　2日目は6月8日に乙女高原で行い
ました。野外実習「乙女高原の地形
地質」はNACS-J自然観察指導員講
習会講師・南アルプス自然クラブ代
表の時田恵さんに講師をお願いし、
現地の土や石を観察しながら、乙
女高原の土地の成り立ちや地質の
特徴を伝えてもらいました。同じく
野外実習「乙女高原の動物」は都留
文科大学教授の北垣憲仁さんに講
師をお願いし、野外に残された痕
跡から動物の生活を探る方法や乙
女高原に生息する野生動物の特徴
について伝えてもらいました。屋内
でのワーク「乙女高原の活動」では、
乙女高原案内人の鈴木辰三さんが
講師を務め、乙女高原の主要な活
動とその目的を説明し、案内人1人
ひとりにどんな活動ができるかを考
えてもらいました。
　3日目は7月28日に乙女高原で行
いました。野外実習「乙女高原の
植物（樹木）」は山梨県立農林大学
校副校長の小松澤靖さんに講師を
お願いし、樹木の特徴や生態系の
中での役割について伝えてもらい
ました。同じく「乙女高原の植物
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養成講座の様子。野外実習と座学を組み合わせて、必要な知識や体験を身に付ける

夏の案内活動には6日間でのべ34人の案内人が参
加し、来訪者に対応した

小学校の課外授業を
支援。学校からの希
望に合わせてプログ
ラムを提 案、案内人
が講師となる

2026年1月に山梨市民
会館で開催した「乙女
高原フォーラム」。会
場にはチョウの写 真
や標本を展示し、ヒ
メギフチョウについて
の講演も

昆虫調査は月に一度、参加した調
査員で手分けして遊歩道を全部歩
いて、その両側で見られた花を訪
れる昆虫を全部記録するというも
のです。作業量が極めて多いので
すが、多くの案内人の参画によって、
より細かく分担でき、無理せずに
調査を継続することができました。
また、一般参加者を募集したマル
ハナバチ調べ隊などでは、多くの
案内人が参画することで見守る目
も多くなり、より安全に開催するこ
とができました。
④ 乙女高原案内人活動の充実
　案内人活動の基盤となる条件を
整備しました。案内人であること
がすぐに確認できるようワッペンと
ネームプレートを作成・配布しまし
た。ワッペンは外注しました。万
が一に備えて行事災害保険に加入
し、虫よけスプレーや熱中症対策
の塩分タブレットなどを準備し、リ
スクマネジメントに努めました。
　案内活動のレベルアップを目指
した研修にも取り組みました。25
年度は有志案内人の発案による研
修会「チョウの観察会」を開催。こ
れは、チョウに詳しい案内人が提
案し、実現したものです。このよう
に案内人自らが企画・運営する研
修会を今後も続けたいと思います。
　26年1月25日に山梨市民会館で
開催した「乙女高原フォーラム」は、
案内人研修会も兼ねていました。
会場には、乙女高原で撮られたチョ
ウの写真や標本を展示しました。
乙女高原のチョウについて案内人
の宇津貴史さんが説明し、元山梨
県富士山科学研究所副所長の北原
正彦さんに、乙女高原に生息する
ヒメギフチョウについてお話しても
らいました。多くの案内人が参画
しました。
　案内活動が充実するよう図鑑を
はじめとする書籍を購入し、乙女

高原グリーンロッジのホールの一
角に置いています。25年度は特に
クマ関係の本を重点的に購入しまし
た。案内人ばかりでなくクラブ会員
であれば閲覧・貸し出しできます。

課題と解決方策
　養成講座の定員30人に対し、受
講者は16人でした。これを「たっ
た16人」と評価するのか「16人も集
まってくれた」と考えるのか、クラ
ブの中でも議論が分かれています。
人口減少・少子高齢化という大き
な問題が背景にあると考えられま
す。このような社会状況の中、乙
女高原の自然を譲り渡さなければ
ならない若い人たちに集中的に情
報を届けようとSNSに投稿したり、
参加申し込みはフォームからしても
らったりするなど、若者と親和性
が高いと言われているITを活用し
ています。また、当クラブの活動
については、県内の全高校、全大
学などにチラシ配布を依頼し、希
望する学生・生徒にはボランティア

参加証明書を発行するなど、若者
の参加を促す努力を続けています。
しかし今のところ、その効果は微々
たるものです。
　一方、クラブの運営にとって高
齢化は切実な問題です。案内人養
成に取り組んだことで、案内人の
中から当クラブ世話人（運営委員）
を引き受ける方が出て来ているこ
とは、嬉しい効果です。

今後の予定
　案内活動での活用を目的として、

『乙女高原のお花たち』『マルハナ
バチ・ウォッチング』『乙女高原の
スミレ・ウォッチング』と、当クラブ
オリジナルのフィールドガイドをこ
れまで3種類刊行してきました。案
内活動をさらに充実させるよう、新
たに2種類のフィールドガイド『乙
女高原のドライフラワー』『乙女高
原のチョウ』（いずれも仮題）を刊
行し、現在在庫切れとなっている2
種類のフィールドガイドを再刊行し
たいと考えています。
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私たちは、乙女高原の自然を次の世代に確実に譲り渡すことを目的として、市民・行政・
企業・学校などが互いに手を取り合って活動を進めていくための母体および連絡調
整機関として機能・活動しています。

（草花）」は乙女高原案内人の井上
敬子さんが講師を務め、乙女高原
の草花たちの特徴や生活史につい
て伝えました。閉講式では、当ク
ラブ代表世話人の角田敏幸さんか
ら修了生1人ひとりに修了証書と案
内人ワッペンを渡しました。
③ 乙女高原案内人の活動
　第一に、案内人による自主活動
として夏の案内活動が挙げられま

す。夏休み中の土・日に交代で乙
女高原に詰め、乙女高原ロッジ前
にテーブルと椅子を出し、テーブル
の上に配布用のパンフレットや閲
覧用の書籍を並べて、来訪者に対
応するものです。25年度は7月19
日～ 8月3日までの土・日計6日間
開設し、のべ34人の案内人が参加
しました。大勢いる場合は、案内
所で来訪者の対応をする者と、草

原内で外来種駆除の作業をする者
とに分かれて活動しました。
　第二は、学校の授業支援です。
乙女高原で自然観察をしたい、草
刈りをしたいなどの学校側の希望
を聞いてプログラム案を提示し、
実施日に都合のつく案内人を募集
した上で、実際に子どもたちの活
動支援をしています。場合によって
は、乙女高原での活動の前に、教
室での事前学習の支援を依頼され
ることもありました。
　25年度は、7月7日に山梨市立笛
川小学校4年生23人を8人の案内人
で、7月9日に同小学校3年生25人
を6人で、9月3日に山梨市立日下
部小学校4年生68人を9人で、9月
9日に笛川小学校3年生を7人で案
内しました。各実施日には雨天の
場合の予備日が設けられますので、
この倍の日数を計画しなければな
りません。晴天の場合と雨天の場
合の担当案内人が違うこともあり、
細心の注意を払って準備・運営し
なければなりません。
　1人の案内人が対応する子どもの
数が少ないほど、きめ細やかな支
援ができます。新規案内人の加入
によって案内人の母数が増え、よ
り多くの案内人に参画してもらえた
ので、児童数の多い学校でも少人
数グループを編成することができ
ました。子どもたちにとっても、案
内人にとってもよかったと思いま
す。なお、11月13日には笛川小学
校4年生と草刈りボランティア体験
をする予定でしたが、クマ出没が
心配という学校の意向で中止とな
りました。
　第三に、当クラブ主催活動への
参画です。クラブで取り組むいろ
いろな活動に案内人がスタッフとし
て参画することによって、より安全
な、実りのある活動にできました。
例えば、調査活動の1つである訪花


